
１ ３年１組  学級活動  議題名「ニューハッピースマイル成功のために、１年生との楽しい交流を考えよう」 
２ 令和４年 ６月 ３０日（木） ２校時 ３年１組教室 指導者 小金澤 俊郎 
３ 本時の学習 
＜本時で身に付けさせたい資質・能力＞  

話合いのめあてに沿って多様な意見の良さを比べ合い、合意形成を図ることができる力。 

＜手立て＞ 
 話合いの流れや考えるべきことを捉えることができるよう、ICTの活用や板書の工夫で話合いや思考の可視化を図る。 

学習活動（発問・児童の反応） 時 指導上の留意点（ノート指導）・ICT活用 

１ つかむ（議題や話合いの進め方を理解する） 

○「学級代表委員会からのお願い」としたビデオメッセ 

ージや、計画委員の調査から本時のめあてを立てる。 

Ｔ：ビデオの中で上級生が言っていた、交流のポイント 

は何でしょう。 

Ｓ：「１年生が楽しめること」と、「密にならないこ 

と」をめあてにすればいいと思う。 

 Ｓ：計画委員が１年生の好きな遊びを調べてくれたから 

   これも大切に考えたいな。 

 

 

 

５  

 

 

 

・めあてに話合いの観点を盛り込むことができるよ 

う、上級生がどんな活動にして欲しいと言っていた 

か問いかける。 

 

２ 出し合う 

○事前にロイロノートで提出した意見を伝え合う。 

Ｔ：意見の理由を伝えたり、質問したりしましょう。 

 Ｓ：僕はドッジボールをすればいいと思ったけれど、ス

フィロボルトで遊ぶ考えの人も多いな。 

３ 比べ合う 

 〇似た意見をまとめて仲間分けをする。 

Ｓ：折り紙の意見と工作の意見は、一緒にできそうだか 

らまとめられると思います。 

〇数個にまとめた意見を、観点を基に比べる。 

Ｔ：よりめあてを達成できそうな意見はどれだろう。 

 Ｓ：ボルトは両方クリアできるから、表だと右上だね。 

 Ｓ：ドッジボールやおにごっこは盛り上がるよ。 

Ｓ：でも、密になってしまうかも。表だと左上かな。 

 Ｓ：折り紙や工作は、グループに分かれて距離をとれば 

大丈夫じゃないかな。これも右上だよ。 

Ｔ：「１年生が楽しめる」ために大切なことは何かな。 

 Ｓ：折り紙や工作なら簡単だし、みんなで楽しめるよ。 

Ｓ：１年生はボルトを使ったことがないみたいだから、 

きっと楽しんでくれるよ。 
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・発言の苦手な児童も積極的に参加しやすい雰囲気を

つくることができるよう、自由に立ち歩いて話し合

うことができる時間を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ まとめる（決める）        

Ｔ：今日はどの決め方が合っているのだろう。 

Ｓ：右上の二つを合わせたいけど、難しそうだから一つ  

  に絞らなきゃかな。 
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５ 
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・集団として合意形成を図り、全員の総意としてまと

めることができるよう、折り合いチェック表を基に

考えるよう促す。 

・。 

 

 

 

 

 

 

 

＜板書＞※裏面参照 ＜大型提示装置＞ 

ロイロノートの画面 

・仲間分け 

・シンキングツール 

＜吊り下げテレビ＞ 

・話合いのルール 

・折り合いチェック表 

 

＜めあて＞ 
・１年生が楽しめて、密にならない交流を考えよう。 

＜まとめ＞（決定したこと） 
・ボルトの使い方を教えてあげる。 

＜振り返り＞（視点：合意形成につながった、自分や友達のよかったところ） 

Ｓ：今日は、めあてを考えながら意見を選んだから、多数決ではなく決めることができた。 

Ｓ：おにごっこが表の左上になったとき、意見を出した〇〇さんが「それなら仕方ないかな。」と 

言っていたのがすごいと思った。僕もまねしたい。 

【評価規準】（発言・振り返り） 

【思考・判断・表現】観点を基に意見を比
べ、めあてに沿って合意形成を図ることがで
きるよう考えている。 

令和 4年度 下仁田小 一人１研究授業指導案書式 

・本時の議題への必要感を高めることができるよ

う、上級生から頼りにされていることが伝わるビ

デオメッセージを用意する。 

・短い時間でも友達の意見を確認して感じたことや、

質問したいことについて話し合うことができるよ

う、ロイロノートの回答共有機能を活用する。 

・意見の共通点や違いを意識してまとめることができ

るよう、ロイロノート上でカードを操作して仲間分

けを行う活動を設定する。 

・よりめあてに沿った意見がどれなのか可視化するこ

とができるよう、ロイロノート上でシンキングツー

ル（座標軸）に切り替え、カードを再度整理する活

動を設定する。 

・個人の歩みとして学びを実感することができるよ

う、振り返りの提出はロイロノートを使い、個人の

記録として残す。 

・合意形成する際の根拠とすることができるよう

に、計画委員の事前の活動として１年生の遊びの

傾向を調査する活動を設定し、１年生の好きな遊

びが分かる資料を用意する。 



＜板書＞ 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

＜大型提示装置＞ ＜吊り下げテレビ＞ 

 

前半                          後半 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言 葉 の 説 明  

 

【 ハ ッ ピ ー ス マ イ ル 】  

昨 年 度 か ら 全 校 で 始 め た 活 動 。 友 達 の 頑 張 り や 努 力 、 し て も ら っ て 感 謝 し て い る こ と 等 を カ ー ド に 書

き 、 玄 関 に あ る 掲 示 板 に 貼 る 活 動 。 前 回 の 話 合 い で 、 こ れ を 改 善 し た ニ ュ ー ハ ッ ピ ー ス マ イ ル で ど ん な

工 夫 を す る か 話 し 合 っ た 。  

 

 

【 折 り 合 い チ ェ ッ ク 表 】  

・ 一 番 し ぼ り ： よ り ふ さ わ し い 意 見 一 つ に 決 定 す る 。  

・ カ レ ー ： 複 数 の 意 見 を 合 わ せ た り 、 良 い 部 分 だ け を 組 み 合 わ せ た り す る 。  

・ リ レ ー ： 条 件 を つ け な が ら 全 部 を 順 番 に 行 う 。  

 

 

【 ト リ プ ル セ イ ブ 会 議 】  

 児 童 が 話 し 合 っ て 決 め た 、 学 級 会 の 名 称 。 ト リ プ ル は 学 校 教 育 目 標 の 「 な か よ く 、 か し こ く 、 元 気 よ

く 」 を 表 し て い て 、 そ れ を セ イ ブ （ 守 る ） す る こ と を 目 標 と し て い る 会 議 。  

 

 

 

 

 


